
技術普及チームの取り組み
及び今後の活動方針

建設ＩＣＴ導入普及研究会
技術普及チーム

資料－９
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建設ＩＣＴ導入普及研究会 会員数 建設ICT総合サイト アクセス数

平成20年度
210者

（万回）（者）

平成28年度
423者

約２倍に増加

中部地方整備局

 建設ＩＣＴ導入普及研究会の会員数は、平成20年度の210者から、平成28年度末には約2倍の423者まで増加。
 建設ＩＣＴ導入普及研究会のホームページへのアクセス数は、平成20年度の約9万6千回から、平成28年度末には

約23倍の約220万件へ増加。
 ＩＣＴ土工が全面展開された平成28年度は、平成27年度と比較し、約1.5倍に増加。

建設ＩＣＴ導入普及研究会の効果

平成20年度
96,241回

平成28年度
2,203,297回

約２３倍に増加

H27年度と
比較し約1.5倍



○「建設ＩＣＴ総合サイト」を開設（年間２２０万アクセス）
・建設ＩＣＴに関するノウハウや各種イベント情報、各種要領等を掲載

○定期的にメールマガジン「ＩＣＴ通信」を発行（通算１５４号）
・見学会やセミナー情報を発信

○技術普及チームの取り組み（情報発信）

3

イベントやセミナー開催情報を掲載

２



技術普及チームでは、中部建設青年会議をチームリーダーに国土交通省職員、地方公
共団体及び施工業者を対象としたＩＣＴ施工現場の見学会を実施。

見学・体験技術として①ICT活用工事（土工）に必要な技術・知識の習得を目的に３次元
起工測量、３D設計データ作成、ＩＣＴ建機による施工状況、３Ｄ出来形管理 を見学。

H２７年から愛知(1)・岐阜(2)･三重(2)・静岡(1)の４県で７回実施し、合計６９０名の参加。
◆今後、管内全県で「現場技術交流会」として継続的に開催予定。

開催時期 開催場所 説明内容
参加
人数

内訳

国職員
自治体
職員

受注者
等

H27. 6.  2 長野県飯田市
ICT建設機械（MGブルドーザ）
ＧＮＳＳ締め固め管理、ＴＳ出来形管理

６０ １８ ６ ３６

H27.11.26 三重県鈴鹿市
ICT建設機械（MGバックホウ）
ＧＮＳＳ締め固め管理、ＴＳ出来形管理

５０ １０ ６ ３４

H27.12. 2 岐阜県坂祝町
ICT建設機械（MＣグレーダ）
ＧＮＳＳ締め固め管理、ＴＳ出来形管理

７０ ６ ０ ６４

H28.12.21
静岡県富士宮市

（セミナ－）
３次元起工測量、３D設計データ作成
ＩＣＴ建設機械による施工状況、３Ｄ出来形管理

１５０ ３１ １９ １００

H29. 1.24 三重県尾鷲市
３次元起工測量、３D設計データ作成
ＩＣＴ建設機械による施工状況、３Ｄ出来形管理

１１５ １３ １３ ８９

H29. 1.26 岐阜県海津市
３次元起工測量、３D設計データ作成
ＩＣＴ建設機械による施工状況、３Ｄ出来形管理

１０７ １２ ４ ９１

H29. 2. 2 愛知県西尾市
３次元起工測量、３D設計データ作成
ＩＣＴ建設機械による施工状況、３Ｄ出来形管理

１３８ １７ ６ １１５

３

○技術普及チームの取り組み（現場見学会）

計 690名



出来形管理用トータルステーション

ＴＳ・ＧＮＳＳ締固め管理

開催概要

今回の現場見学会は三重河川国道事務所が発注している「平成２６年度 ２３
号鈴鹿・津地区道路建設工事」において、建設ＩＣＴの体験学習を行いました。
技術体験の中では「トータルステーション」・「ＭＧバックホウ」・「ロードローラ」を
実際に使い従来の施工管理との比較を検証しました。

日 時：1１月２６日(木) １３：００～１６：００
場 所：三重県鈴鹿市御薗町
技術体験 ：出来形管理用トータルステーション

（株）シーティーエス （有）トプラス
福井コンピューター（株） （株）NTジオテック中部
（株）亀太 （株）建設システム

MGバックホウ
日立建機日本（株）

TS・GNSS締固め管理
（株）シーティーエス

座学（出来形管理用設計データ作成）
（株）建設システム

参加者：５０名

座学（出来形管理用設計データ作成）

MGバックホウ

体験状況

ﾄｰﾀﾙｽﾃｰｼｮﾝ（自動追尾）

GNSS受信機・車載PC付き

４



ＭＣモーターグレーダー

ＴＳ・ＧＮＳＳ締固め管理

開催概要

今回の現場見学会は多治見砂防国道事務所が発注している「平成２６年度 ２１
号坂祝BP北部舗装工事（請負者：福田道路（株））」において、建設ＩＣＴの体験学
習を行いました。技術体験の中では「トータルステーション」・「ＭCモーターグレー
ダー」・「ロードローラ」を実際に使い従来の施工管理との比較を検証しました。

日 時：1２月２日(水) １３：００～１６：００
場 所：岐阜県加茂郡坂祝町
技術体験 ：出来形管理用トータルステーション

（株）亀太 （株）シーティーエス （株）サーベック
（株）NTジオテック中部 福井コンピューター（株）

MCモーターグレーダー・ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた締固め管理
（株）ソーキ

座学（出来形管理用設計データ作成）
福井コンピューター（株）

参加者：７０名

座学（出来形管理用設計データ作成）

出来形管理用トータルステーション

体験状況

GNSS受信機・TSﾀｰｹﾞｯﾄ

TSにて重機の三次元位置を計測

転圧回数・走行軌跡を表示

５



ICT活用工事現場見学会(富士宮市)の開催 （i-Construction実践セミナー） 中部地方整備局

◆日 時 ：平成２８年１２月２１日（水） 9：00～15：30
◆場 所 ：富士教育訓練センター及び、大沢扇状地
◆参加機関 ：静岡建設業協会、清水建設業協会、富士建設業協会、岳南地区測量設計技術研究会、

建設ICT導入普及研究会、静岡県、静岡市、富士市、富士宮市、国土交通省
◆参加人数 ：１５０名

国土交通省よりi-Constructionの取り組みについて説明 MCバックホウを操作する参加者

ドローンによる測量の実演状況 ＭＣバックホウのデモ操作状況

MCバックホウと
は

ＧＰＳや様々なセンサーの情報か
ら機械の位置や動きを把握し、事
前に入力しておいた形状にあわ
せて自動で掘削する事が可能な
バックホウ。

中部地方整備局では、建設現場における生産性の向上をめざし、ＩＣＴを活用したi-Construction対応工事の普

及を進めているところです。このだび、富士教育訓練センター及び富士砂防事務所大沢扇状地において発注
者側、受注者側職員等を対象とした｢i-Construction実践セミナー｣を開催し、必要な実機を用いて最先端のICT 
を体験しました。
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ICT活用工事現場見学会(尾鷲市)の開催
中部地方整備局

中部地方整備局では、建設現場における生産性の向上をめざし、ＩＣＴを活用したi-Construction対応工事の普

及を進めているところです。このだび、既にＩＣＴ活用に取り組んでいる道路建設工事現場にて、発注者側、受注
者側職員等を対象とした現場見学会を開催し、必要な実機を用いて最先端のICT を体験しました。

太啓建設(株)
青木氏

見学会参加状況

紀勢国道事務所
長谷川熊野尾鷲出張所長

事業概要説明技術普及ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞ挨拶◇開催日時：平成２９年１月２４日（火） 13:30～16:20
◇開催場所：三重県尾鷲市

平成２８年度４２号尾鷲南地区道路建設工事 工事現場
受注者：朝日丸建設(株)

◇見学会主催：建設ＩＣＴ導入普及研究会（技術普及チーム）
◇見学会内容：

１．主催者挨拶
２．ミニセミナー（i-Construction対応工事について）
３．事業概要の説明【紀勢国道事務所】
４．工事・技術概要の説明
５．技術体験：①ＵＡＶ(無人航空機)、ＬＳ(ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ)による

地形計測、点群データ作成
②ＭＣ（マシンコントロール）バックホウ、

ＭＣブルドーザ、ＧＮＳＳ搭載振動ローラ
③３次元設計データ作成、３次元出来形管理

６．無人化施工（バックホウ）中部技術事務所所有
◇参加人数：１１５名

技術体験

７



ICT活用工事現場見学会(海津市)の開催
中部地方整備局

中部地方整備局では、建設現場における生産性の向上をめざし、ＩＣＴを活用したi-Construction対応工事の普

及を進めているところです。このだび、既にＩＣＴ活用に取り組んでいる堤防整備工事現場にて、発注者側、受注
者側職員等を対象とした現場見学会を開催し、必要な実機を用いて最先端のICT を体験しました。

太啓建設(株)
青木氏

・開催日時：平成２９年１月２６日（木） 13:30～16:20
・開催場所：岐阜県海津市

平成28年度揖斐川太田築堤護岸工事 工事現場
受注者：神野産業(株)

・見学会主催：建設ＩＣＴ導入普及研究会（技術普及チーム）
・見学会内容：

１．主催者挨拶
２．ミニセミナー（i-Construction対応工事について）
３．事業概要の説明
４．工事・技術概要の説明
５．技術体験：①UAV(無人航空機)、LS(ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ)による

地形計測、点群データ作成
②ＭＣ（マシンコントロール）バックホウ
③3次元設計ﾃﾞｰﾀ作成、3次元出来形管理

・参加人数：１０７名

見学会参加状況

木曽川下流河川事務所
菊池副所長

工事･技術概要説明・神野産業(株)

監理技術者
佐久間氏

現場代理人
国枝氏

事業概要説明技術普及ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞ挨拶

技術概要補足・(株)亀太

技術体験

８



ICT活用工事現場見学会(西尾市)の開催
中部地方整備局

中部地方整備局では、建設現場における生産性の向上をめざし、ＩＣＴを活用したi-Construction対応工事の普

及を進めているところです。このだび、既にＩＣＴ活用に取り組んでいる堤防整備工事現場にて、発注者側、受注
者側職員等を対象とした現場見学会を開催し、必要な実機を用いて最先端のICT を体験しました。

太啓建設(株)
青木氏

・開催日時：平成２９年２月２日（木） 13:30～16:20
・開催場所：愛知県西尾市

平成28年度矢作川西浅井築堤護岸工事 工事現場
受注者：黒柳建設(株)

・見学会主催：建設ＩＣＴ導入普及研究会（技術普及チーム）
・見学会内容：

１．主催者挨拶
２．ミニセミナー（i-Construction対応工事について）
３．事業概要の説明
４．工事・技術概要の説明
５．技術体験：①UAV(無人航空機)、LS(ﾚｰｻﾞｽｷｬﾅ)による

地形計測、点群データ作成
②ＭＧ(ﾏｼﾝｶﾞｲﾀﾞﾝｽ)ﾊﾞｯｸﾎｳ、ＭＧﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ
③3次元設計ﾃﾞｰﾀ作成、3次元出来形管理

・参加人数：１３８名

担当技術者
村松氏

現場代理人
榊原氏

豊橋河川事務所
増田安城出張所長

事業概要説明技術普及ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞ挨拶

技術体験

工事･技術概要説明

中部地方整備局
塚原局長

研究会会長挨拶

参加状況

９



◆研究会の会員企業によるセミナーが前回総会（H27.2.12）以降３６回開催されました。
＊研究会の開設以来、総計で約120回開催

◇セミナー内容は、ＩＣＴ体験、ＵＡＶ測量、最新建設機械・測量機器、に関する講座が中心
◇会員企業のセミナー開催情報は「建設ＩＣＴ総合サイト ＩＣＴ情報館」にて紹介

今後も積極的なセミナー情報などを提供していきます。

会員名 開催日 開催地 セミナー名
開催
回数

サーベック、福井コンピータ
H27.

2/18 浜松
ＣＩＭソリューションセミナー 1

シーティーエス、福井コンピータ
H27

3/19 浜松
最新の建設ＩＣＴ技術のご提案 １

シーティーエス
H27

6/16
6/17

名古屋
浜松

建設ＩＣＴ実践セミナー２０１５ ２

日立建機日本
H27

7/16･17 富士
情報化施工（建設ＩＣＴ）講習会 １

サーベック、静岡県測量設計業協会
H27

8/  6 浜松
ＣＩＭ Ｒｏｒｄ Ｓｈｏｗ ＨＡＭＡＭＡＴＳＵ １

ＮＴジオテック中部
H27

8/26 四日市
ユーザーカンファレンス２０１５ １

ビーイング
H27

11/24･25
12./ 8･ 9

松本、伊那
長野、木曽郡

ＡＳＰ工事情報共有システム利用者説明会 4

シーティーエス
H28

2/17
2/23

名古屋
浜松

建設ＩＣＴ（i-Construction、CIM）実践セミナー
２０１６ ２
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○技術普及チームの取り組み（会員企業開催セミナー等）



会員名 開催年度 開催地 セミナー名
開催
回数

トプコンソキアポジショニングジャパン
H28

3/2 名古屋
ロードショー２０１６ i-Constructionへの対応 １

西尾レントオール、福井コンピータ

H28
4/21・22
5/18・19
6/15･16
7/28･29

小牧 ＩＣＴ体験セミナー ８

シーティーエス

H28
5/24
5/26
7/ 5
7/ 6
7/ 8

名古屋
浜松
大垣
高山
三重

i-Construction 実践セミナー２０１６ ５

トプコンソキアポジショニングジャパン

H28
11/  8
11/  9
11/10
11/14
11/15

名古屋
静岡
浜松
大垣
津

i-Construction CPDS4ﾕﾆｯﾄ選定講習会 ５

コマツ名古屋、前田製作所
コマツレンタル

H29
1/17 小牧

i-Construction 対応セミナー １

トプコンソキアポジショニングジャパン
H29

3/10 名古屋市
ロードショー２０１７ １

西尾レントオール、福井コンピータ
H29

5/16
5/17

小牧市
i-Construction 体験セミナー ２

合計 ３６

11

○技術普及チームの取り組み（会員企業開催セミナー等）

※会員企業より報告があった中部地整管内で開催されたセミナーのみ集計。その他関東、近畿等でのセミナー開催多数あり
※他に「感謝祭・フェア」などでＩＣＴ技術を紹介した企業等も有り（コマツ名古屋、西尾レントオール・福井コンピュータ）



○事例紹介 （ICT出前授業）

○名城大学及び名古屋市立工芸高校において情報化施工（ICT）出前授業を
日本建設機械施工協会が実施→Ｈ２９年度は他校への拡大を視野に実施予定

○名城大学

13

○名古屋市立工芸高校

・実施日 平成29年2月13日
・場 所 名古屋市立工芸高等学校
・受講者 社会システム科１年40名
・講 師 （株）ニコン・トリンブル 鈴木勇治氏

（株）シーティーエス 中山俊彦氏、酒井満氏

・実施日 平成29年1月6日、1月13日
・場 所 名城大学
・受講者 理工学部社会基盤デザイン工学科3年約100名
・講 師 （株）ニコン・トリンブル 鈴木勇治氏

（株）シーティーエス 中山俊彦氏、酒井満氏

12



参加した高校生の声

○H28高山市内の高校生２人が、建設会社へのインターンでICT土工を体験

○事例紹介（高校生・大学生のためのＩＣＴ講座（仮称）

• ＵＡＶの飛行プラン作成から自動航行による飛行撮影、撮影した写真から出来る３
次元点群データの作成まで、監理技術者指導のもと自分達で実施した。

「ICTを体験して工事現場
に対するイメージが変

わった。土木建設会社へ
の就職を真剣に考えた
い。」

自動航行アプリでＵＡＶ飛行操
作

UAVでの撮影後、標定点を測量 UAV解析データ入力

現地での測量開始から、点群
データ完成までの所要時間： 約
6時間

Ｍ Ｃ バックホウで操作体験

1３



○技術普及チーム 今後の取り組み

1４

○開催場所：愛知・三重・岐阜・静岡・長野 で開催
○開催時期：平成２９年７月頃より順次開始
○対象者：研究会会員、国土交通省職員、地方自治体職員／地元建設業

１．現場技術交流会（見学会）の開催（継続）

○開催場所：吹上ホール（建設技術フェアｉｎ中部 会場内）

○開催日時：平成２９年１０月１９日

○報告内容：ＩＣＴ技術活用者による施工体験・新技術の紹介・意見交換

○対象者：建設技術フェア来場者

研究会会員、国土交通省職員、地方自治体職員／地元建設業、学生

２．建設ＩＣＴ推進交流会の開催（新規）

○次世代の建設業を担う大学生・高校生等を対象に建設ＩＣＴについて理解してもらう。

○日本建設機械施工協会中部支部との共催

３．大学生・高校生等を対象としたＩＣＴ講座（継続・新規）


